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※ アナフィラキシーの5カテゴリー  

症例定義と合致するもの  

ロ カテゴリー（1）レベル1：《アナフィラキシーの症例定義》参照  

ロ カテゴリー（2）レベル2：《アナフィラキシーの症例定義》参照  

口 カテゴリー（3）レベル3‥ 《アナフィラキシーの症例定拳》参照  

症例定義に合致しないもの（分析のための追加分類）  

ロ カテゴリー（4）十分な情報が得られておらず、症例定義に合致すると判断できない  
ロ カテゴリー（5）アナフィラキシーではない（診断の必須条件を満たさないことが確認されている）  

5679頁 2．より  

《アナフィラキシーの症例定義  
（注意）随伴症状を考慮した上、報告された事象に対して他に明らかな診断がつかない場合に適応される。  

◆ 全てのレベルで確実に診断されているべき事項（診断の必須条件）  

口 実然発症 AND  
ロ 徴候及び症状の急速な進行 AND  
口 以下の複数（2つ以上）の器官系症状を含む  

レベル1：  

○＜1つ以上の（Major）皮膚症状基準＞ AND  
＜1つ以上の（M司jor）循環器系症状基準AND／ORlつ以上の（Major）呼吸器系症状基準＞  

レベル2：  

01つ以上の（M由0「）循環器系症状基準ANDlつ以上の（M如「）呼吸器系症状基準  
0月  

01つ以上の（M司jor）循環器系症状基準ORlつ以上の（M司jor）呼吸器系症状基準AND  
lつ以上の異なる器官（循環轟系もしくは呼吸器系以外）の1つ以上の（Minor）症状基準  

0斤  

○（1つ以上の（M由0「）皮膚症状基準）AND  
（1つ以上の（Minor）循環器系症状基準AND／OR（Minor）呼吸器系症状基準）  

レベル3：  

○ ＜1つ以上の（Minor）循環器系症状基準OR呼吸器系症状基準＞ AND  
＜2つ以上の異なる器官／分類からの1つ以上の（Minor）症状基準＞  

《M由or基準》  
皮膚症状／粘膜症状  

口全身性寺麻疹 もしくは 全身性紅斑  
口血管浮腫（遺伝性のものを除く）、局所もしくは全身性  
口発疹を伴う全身性掻痔感  

循環器系症状  

口測定された血圧低下  

口非代償性ショックの臨床的な診断（少なくとも以下の3つの組み合わせにより示される）  
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○ 頻脈  

○ 毛細血管再充満時間（3秒より長い）  
○ 中枢性脈拍微弱  
○ 意識レベル低下 もしくは意識消失  

呼吸器系症状  

口両側性の鳴鳴（気管支痘撃）  
口上気道性喘鳴  
口上気道腫脹（唇、舌、喉、口蓋垂、喉頭）  
□呼吸窮迫一以下の2つ以上  

○ 頻呼吸  

○ 補助的な呼吸筋の使用増加（胸鎖乳突筋、肋間筋等）  
○ 陥没呼吸  
○ チアノーゼ  

○ 喉音発生  

《Minor基準》  

皮膚症状 ／  粘膜症状  
口発疹を伴わない全身性掻痛感  
□全身がちくちくと痛む感覚  
口接種局所の尋麻疹  
口有病性眼充血  

循環器系症状  
□末梢性循環の減少（少なくとも以下の2つの組み合わせにより示される）  

○ 頻脈 and  
O 血圧低下を伴わない毛細血管再充満時間（3秒より長い）  
○ 意識レベルの低下  

呼吸器系症状  

口持続性乾性咳l欺  
口嘆声  
臼喘鳴もしくは上気道性喘鳴を伴わない呼吸困難  
□咽喉閉塞感  
ロくしやみ、鼻汁  

消化器系症状  
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AppendixA 症例定義一診断基準レベルを適切に判断するための参考資料  

代替様式として、下に示すアルゴリズムはアナフィラキシーが疑われる症例の症例定義一診  
断基準レベルの適切な判断の一助となる。  

発現している臨床症状およぴアナフィラキシーが疑われる兆候から、診断基準のカ  
テゴリー（分類）を選択  

ステップ1）  

Minor基準   

口   

［］   

□   

［コ   

［］  

M毎or基準  

口  皮膚症状＆粘膜症状  

口  循環器系症状  

白   呼吸器系症状  

皮膚症状＆粘膜症状  

循環器系症状  

呼吸器系症状  

消化器系症状  

臨床検査値  

表から最も高い診断基準分類に該当するカラム・列（縦軸）を選択（m司jor）minor，  

皮膚所見＞臨床検査値）  
ステップ2）  

ステップ3） 2番目に高い診断基準（分類）に該当する行（横軸）を選択   

ステップ4） 縦横の交差値がブライトン定義に基づいた症例定義一診断基準レベルを示す  

空欄はいずれの症例定義一診断基準レベルをも満たさない。  

アナフィラキシーが疑われる症例に対する診断基準を計算するためのアルゴリズム  

症状1  

DERM   CVS   RESP   Cvs   Resp   

CVS   2  2  

RESP   2  2  

症  Derm  2   2   3＊   3＊  

状  Cvs   2  2  3＊  

2  Resp   2   2  3＊  

Gl  2   2   3＊   3＊  

Lab  2   2   3＊   3＊   

・大文字：1つまたは1つ以上のMAJOR基準  

りト文字：1つまたは1つ以上のminor基準  

・大文字の行・列；診断基準分類の中で1つまたは1つ以上のMAJOR基準が存在する  

・小文字の行・列；診断基準分類の中で1つまたは1つ以上のminor基準が存在する   

・レベル3の診断基準において、2つまたは2つ以上の行において”c膵”るL小才て℃甲〝い  
ずれかのminor基準のカラム・列が存在すること  

1一診断基準レベル1  

2一診断基準レベル2  

3＊一診断基準レベル3においては、本カラム・三河に2つまたば2つ以上  

のminor基準が存在すること  
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